
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 

第 165 号 

新
年
あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

皆
様
に
は
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
五
類
に
移
行

し
活
動
に
対
す
る
制
限
も
緩
和
さ
れ
る
中
、
掛
合
自
治
振

興
会
も
感
染
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
元
気

な
声
が
聞
け
た
「
運
動
会
」、
民
謡
を
楽
し
み
会
食
も
で
き

た
「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
、
沢
山
の
方
に
楽
し
ん
で
貰
っ
た

「
か
け
イ
ル
ミ
」
等
、
子
ど
も
達
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で

参
加
し
て
頂
け
喜
ば
し
い
事
で
し
た
。 

全
国
的
に
は
年
始
め
よ
り
、
能
登
地
方
の
地
震
、
航
空

機
事
故
等
災
害
が
起
き
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
被
災
さ
れ
た
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。 こ

こ
掛
合
で
も
い
つ
こ
の
様
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
自
主
防
災
の
大
切
さ
を
感
じ
た

出
来
事
で
し
た
。
自
治
振
興
会
で
も
住
民
の
皆
様
と
共
に

考
え
災
害
に
備
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
の
干
支
「
辰
」
に
は
陽
の
気
が
動
い
て
万
物
が
振

動
す
る
の
で
、
活
力
旺
盛
に
な
っ
て
大
き
く
成
長
し
、
形

が
と
と
の
う
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
自
主
組
織

も
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
皆
様
と
共
に
成
長
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

皆
様
方
の
「
健
康
」
と
「
安
全
」
を
祈
念
い
た
し
ま
て 

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

掛
合
自
治
振
興
会 

会
長 

松
村
治
香 

  

今
年
の
干
支
『
辰
』
を
、
多
根
の
小
澤
千
恵
子
さ

ん
に
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

『
辰
』
は
十
二
支
の
中
で
も
最
も
縁
起
が
良
い
干

支
と
言
わ
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
上
昇
さ

せ
い
い
方
向
へ
導
い
て
く
れ
る
力
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
『
辰
』
が
ク
レ
パ
ス
で
描

か
れ
て
お
り
、
素
敵
な
絵
に
セ
ン
タ
ー
職
員
も
見

惚
れ
て
い
ま
す
。 

掛
合
交
流
セ
ン
タ
ー
の
廊
下
に
貼
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
近
く
に
来
ら
れ
た
際
に
は

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

小
澤
さ
ん
、
毎
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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雲
南
市
消
防
団
出
初
め
式 

令
和
6

年
１
月
14

日
、
ア
ス
パ
ル
に
て
雲
南
市
消
防
出

初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
参
加
人
数
制
限
無
し
全
車
両
出
動
で
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

式
典
後
に
は
雲
南
警
察
署
前
河
川
敷
に
て
一
斉
放
水
も

行
わ
れ
、
そ
の
後
に
掛
合
方
面
隊
で
は
各
地
区
で
一
斉
放
水

を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
元
旦
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害

が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ち
早
い
復
興
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
災
害
は
時
と
場
所
を
選
ば
ず
発
生
す
る
こ
と
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
消
防
団
と
し
て
も
防
災
意
識
を
さ
ら
に
高

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

年
末
年
始
は
掛
合
町
内
で
2

件
の
火
災
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
無
火
災
を
目
指
し
、
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

雲
南
市
消
防
団
掛
合
方
面
隊 

 

令
和
６
年
雲
南
市
掛
合
町
新
年
賀
会 

 

１
月
５
日
掛
合
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
６
年
掛
合
町

新
年
賀
会
が
５０

名
の
出
席
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

石
飛
市
長
を
は
じ
め
、
吉
山
副
市
長
、
山
根
県
議
会
議
員
、
矢

壁
市
議
会
議
長
、
景
山
教
育
長
、
白
築
市
議
会
副
議
長
を
来
賓
に

招
い
て
厳
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

始
め
に
掛
合
地
域
自
主
組
織
連
絡
会
議
の
板
持
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
４
名
の
方
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど

な
た
も
元
旦
の
「
能
登
半
島
地
震
」、
２
日
の
「
日
航
機
と
海
上

保
安
庁
の
航
空
機
衝
突
炎
上
事
故
」
等
、
新
年
早
々
想
像
も
し
な

か
っ
た
出
来
事
に
触
れ
ら
れ
、
心
を
痛
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

辰
年
の
こ
の
一
年
が
「
暴
れ
龍
」
の
年
に
な
る
の
か
「
昇
り
龍
」

の
年
に
な
る
の
か
、
先
行
き
の
見
え
な
い
中
で
も
、
み
ん
な
が

日
々
を
整
え
、
地
域
の
人
々
が
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
年
で
あ
り
、
健
康
で
明
る
い
年
で

あ
る
よ
う
に
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。 

掛
合
町
体
育
館
も
建
て
替
え
の
方
針
が
決
ま
り
、
波
多
交
流
セ

ン
タ
ー
の
改
修
も
完
了
す
る
と
の
こ
と
で
す
。 

そ
の
後
は
、
各
掛
合
町
自
主
組
織
の
取
組
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
雲
南
市
商
工
会
の
松
下
掛
合
支
部
長
の
太
鼓
を
交
え

た
、
三
三
七
拍
子
で
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。 

 
第

回
掛
合
町
元
旦
マ
ラ
ソ
ン 

毎
年
恒
例
の
掛
合
町
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
が
、
雲
南
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
掛
合
支
部
の
主
催
で
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
で
４８

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

掛
合
交
流
セ
ン
タ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
ゴ
ー
ル
の
挟

長
神
社
ま
で
の
約
３
km

と
約
１
km

の
コ
ー
ス
を
選
択
し

て
走
る
お
馴
染
み
の
コ
ー
ス
で
す 

当
日
は
未
明
に
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
っ
た
よ
う
で
す
が
、

受
付
の
時
間
帯
は
雨
も
降
る
こ
と
な
く
気
温
も
高
め
で
良

好
な
天
気
で
し
た
。
し
か
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
始
ま
る
頃
に

な
る
と
少
し
ず
つ
雨
が
降
り
始
め
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル

後
の
参
拝
中
ま
で
雨
模
様
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
約
６０

名
の
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

走
り
抜
き
、
全
員
が
無
事
に
完
走
し
ま
し
た
。 

数
年
前
ま
で
１００

名
く
ら
い
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た

が
、
近
年
で
は
そ
の
頃
の
半
分
く
ら
い
の
参
加
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
も
と
違
う
新
年
を
迎
え
る
意
味
も
込
め
て
、

来
年
か
ら
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
是
非
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
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 ～ ソーセージ作り体験 ～ 

２月 11 日（日）①9:00～12:00  ②13:00～16:00  

★対 象：小学生から大人までどなたでも参加できます ※小学生以下は保護者同伴で！ 

★申 込：交流センターへ直接・電話(62-0189)又は QR コード 

 

★〆 切：1/27（土） 

※定員各先着 10 名程度の為、定員に達し次第締め切らせていただきますのでご了承ください 

★参加費：1000 円程度(250～300g くらい)  

★持参品：エプロン、三角巾、マスク、持ち帰り容器 

 

  

 

←申込みはこちらからも OK 

 人 権 研 修 会 

『子どもの命・人権を守る～Aさんとの出会いから学んだこと～』 

2 月 24 日（土） １０：００～１２：００  

★場 所：掛合交流センター 

★講 師：佐藤文宣
さとうふみのり

 氏（雲南市教育委員会） 

【佐藤さんからのメッセージ】 

私は A さんとの出会いから性的マイノリティについて深く学ぶことができました。そして誰もが自分らしさを心置き

なく発揮できる社会にしていかなければならないと強く思いました。人は誰も自分らしく生きる権利を持っています。

そのためには、その人らしさを認め合える環境を整えていく必要があります。講演会では私が体験したことをお話し、

皆さんと一緒に「様々な多様性を理解し合い、自分らしさを発揮できる社会」の在り方について考えてみたいと思って

います。そうすることが子どもの命と人権を守ることに繋がっていくと思うから。どうぞよろしくお願いします。 

★申込み：交流センターへ直接・電話(62-0189)又は QR コード 

★〆 切：2/17（土）※どなたでも参加していただけます 

★参加費：無料 

 
 

申込みはこちらからも➜ 

できます！ 

【佐藤文宣さんプロフィール】 

昭和 34 年 10 月生まれ。雲南市木次町在住。 

島根大学教育学部卒業後、大社小学校を初任校に 38 年間（小学校 14 年、中学校 15 年、教育行政 9年）勤務。

木次中学校を最後に定年退職。現在、出雲教育事務所雲南市派遣指導主事として雲南市教育委員会で勤務。 

趣味は尺八吹奏と野菜つくり。 

 



  

日 曜 市・振興会関係 教室・サークル 日 曜 市・振興会関係 教室・サークル 

１ 木 ・にこにこサロン 
・さざんかの会 

・コールヨリージョ 
１７ 土  ・トールペイント 

２ 金  
・手芸クラブ 

・そろばん教室 
１８ 日   

３ 土   １９ 月 ・申告相談  

４ 日   ２０ 火  
・ケアピラティス 

・やっちゃんサロン 

・そろばん教室 

５ 月   ２１ 水 ・室内運動教室 ・いきいきサロンコスモス 

６ 火  
・ケアピラティス 

・ひまわり教室 

・そろばん教室 
２２ 木 ・いきいきサロン 

・さわやかクラブ 

・コールヨリージョ 

７ 水  ・いきいきサロンコスモス ２３ 金 ・天皇誕生日 ・そろばん教室 

８ 木 ・いきいきサロン ・コールヨリージョ ２４ 土 ・人権研修会  

９ 金 ・行政相談 
・切り絵同好会 

・そろばん教室 
２５ 日   

１０ 土   ２６ 月   

１１ 日 
・建国記念の日 

・ソーセージ作り体験 
 ２７ 火  

・ケアピラティス 

・ひばり会 

・そろばん教室 

１２ 月 ・振替休日  ２８ 水  ・なのはな会 

１３ 火  
・ケアピラティス 

・ひばり会 

・そろばん教室 
２９ 木  ・コールヨリージョ 

１４ 水  ・なのはな会     

１５ 木 
・にこにこサロン 

・申告相談 

・さざんかの会 

・コールヨリージョ 
    

１６ 金 ・申告相談 
・手芸クラブ 

・そろばん教室 

※   は休館日です。 
予定は変更されることがあります。 

陽だまり館（掛合交流センター内図書室） 

水木土曜）8：30～17：00    

火金）    8：30～18：00  

休館日）日・月・祝日 

２月の出張ライブラリーのテーマは、1月に引き続き「心温まる本 30冊」です。 

ぜひ陽だまり館へ、どんな本があるのか見に来てください！ 

まだまだ寒い日が続いて、家に引きこもりがちになりますよね。。。そんな時、陽だまり館で借りた本を

温かい室内でコタツに入って読むのはいかがですか♪  

近々、新刊も入る予定ですので、楽しみにしていてください！ 


